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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者
の
安
定
し
た
生
活
を
支
援
す
る
総
合
機
関
で

す
。保
健
師
や
社
会
福
祉
士
、主
任
介
護
支
援
専
門
員
な
ど
の
専
門
職
員
が
皆
さ
ん
の

生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
の
で
、気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ　
介
護
保
険
課　
☎
23ｰ

３
１
８
４

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

専
門
の
職
員
は
、
総
合
相
談
窓
口
と

し
て
高
齢
者
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
家

族
か
ら
の
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
度
は
、
約
１
万
２
、５
０
０

件
の
相
談
を
受
け
、
そ
の
内
容
に
応
じ

て
関
係
機
関
な
ど
と
連
携
。
必
要
な
サ

ー
ビ
ス
な
ど
を
受
け
る
た
め
の
支
援
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
電
話
で
の
相
談

に
も
応
じ
て
い
て
、
高
齢
者
の
実
態
把

握
や
、
見
守
り
の
た
め
の
訪
問
な
ど
を

通
し
、
高
齢
者
や
そ
の
家
族
を
支
え
て

い
ま
す
。

①��「
こ
け
な
い
か
ら
だ
づ
く
り
講
座
」

の
実
施
支
援
や
「
か
く
し
ゃ
く

１
０
０
歳
教
室
」、「
足
腰
シ
ャ
キ
ッ

と
教
室
」
な
ど
を
開
催
。
地
域
ぐ
る

み
の
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
を
応

援
し
ま
す

②�

要
支
援
の
認
定
を
受
け
た
人
が
、
要

介
護
状
態
に
な
ら
な
い
た
め
に
、
介

護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
す

①�

高
齢
者
に
対
す
る
虐
待
を
発
見
し
た

場
合
や
、
本
人
や
周
り
の
人
か
ら
相

談
を
受
け
た
場
合
、
高
齢
者
が
安
心

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
関
係
機
関
と

連
携
し
て
支
援
し
ま
す

②�

認
知
症
な
ど
で
判
断
能
力
が
低
下
し

て
い
る
人
の
財
産
や
権
利
を
守
る
た

め
に
、
成
年
後
見
制
度
の
活
用
を
支

援
し
ま
す

③�

関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
悪
質
な
訪

問
販
売
な
ど
に
よ
る
被
害
防
止
に
努

め
ま
す

①�

福
祉
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
適
切
に
提

供
さ
れ
る
よ
う
に
、
地
域
の
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
に
助
言
や
支
援
を
行
い
ま

す
②�

高
齢
者
が
よ
り
暮
ら
し
や
す
い
地
域

に
す
る
た
め
に
、
地
域
の
関
係
者
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
す

専
門
の
職
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す

上
川
東
二
丁
目

小
玉
安
子
さ
ん

　包括支援センターとの関わりは、
９年前に義母が認知症を患い、相
談に行ったのが最初でした。週２・
３日程度、介護のために義母宅に
通っていましたが、センターの担
当者から介護施設を紹介してもら
い、施設に通所することができま
した。また、高齢の伯母が骨折を
したときも、伯母のことを理解し
てもらっていたので一番合った施
設を紹介してもらうことができま
した。普段から、職員の皆さんと
情報交換をしていたので、悩みを
一人で抱えたりすることなく、解
決方法を見つけることができました。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
あ
な
た
の
身
近
な

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

介
護
予
防
を
推
進
し
ま
す

高
齢
者
の
権
利
を
守
り
ま
す

適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

支
援
し
ま
す

市内の地域包括支援センター

姫城・中郷地区地域包括支援センター
上町17街区20号	 ☎26-8339

妻ケ丘・小松原地区地域包括支援センター
前田町15街区６号　デラコア前田ビル103号
	 ☎23-9712

五十市・横市地区地域包括支援センター
久保原町10街区20号	 ☎57-6767

祝吉・沖水地区地域包括支援センター
祝吉町5055番地５	ミラ・クレイン102号
	 ☎26-4212

志和池・庄内・西岳地区地域包括支援センター
庄内町8160番地３	 ☎45-4180

山之口・高城地区地域包括支援センター
山之口花木2005番地（山之口総合支所内）
	 ☎29-1682

山田・高崎地区地域包括支援センター
高崎町大牟田1150番地１（高崎総合支所内）
	 ☎45-8411
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市
で
は
、
５
種
類
の
が
ん
検
診
を
実
施

し
て
い
ま
す
。が
ん
は
、早
期
発
見・
早

期
治
療
で
治
癒
が
可
能
な
病
気
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
が
ん
検
診
を
受
け
て
み

ま
せ
ん
か
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
健
康
課　
☎
23ｰ

２
７
６
５

胃
が
ん
検
診

　

造
影
剤
（
バ
リ
ウ
ム
）
を
溶
か
し
た

液
約
１
０
０
㏄
と
発
泡
剤
を
飲
み
、
検

　

が
ん
は
、
日
常
生
活
の
影
響
を
受
け

る
こ
と
で
発
症
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

次
の
12
項
目
を
心
掛
け
、
生
活
改
善
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

１
条　
た
ば
こ
は
吸
わ
な
い

２
条　

�

他
人
の
た
ば
こ
の
煙
を
で
き
る

だ
け
避
け
る

３
条　
お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に

４
条　
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
を

５
条　
塩
辛
い
食
品
は
控
え
め
に

６
条　
野
菜
や
果
物
は
豊
富
に

７
条　
適
度
に
運
動

８
条　
適
切
な
体
重
維
持

９
条　

�

ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
の
感
染
予
防

と
治
療

10
条　
定
期
的
な
が
ん
検
診
を

11
条　

�

身
体
の
異
常
に
気
が
付
い
た

ら
、
す
ぐ
に
受
診
を

12
条　

�

正
し
い
が
ん
情
報
で
が
ん
を
知

る
こ
と
か
ら

※
出
典
：
公
益
財
団
法
人　

が
ん
研
究

　

振
興
財
団
発
行
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

査
台
の
上
で
寝
返
り
を
打
っ
た
り
、
検

査
台
を
動
か
し
て
、
胃
全
体
を
撮
影
し

ま
す
。

乳
が
ん
検
診

　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
は
、
乳
房
を

装
置
に
挟
ん
で
圧
迫
し
、
Ｘ
線
撮
影
を

行
い
ま
す
。
こ
の
検
査
で
は
、
触
診
で

は
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
な
小
さ
な
が
ん

を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

視
触
診
検
査
は
、乳
房
の
形
の
変
化
、

く
ぼ
み
の
有
無
、
皮
膚
の
色
を
見
な
が

ら
、
乳
房
に
触
れ
て
し
こ
り
の
状
態
を

確
認
し
ま
す
。
ま
た
、
乳
頭
か
ら
の
分

泌
を
確
認
す
る
検
査
も
行
い
ま
す
。

子
宮
頸け
い
が
ん
検
診

　

婦
人
科
医
が
子
宮
頸
部
を
綿
棒
な
ど

で
軽
く
こ
す
り
細
胞
を
採
取
し
ま
す
。

※�

個
別
健
診
で
は
医
師
が
必
要
と
認
め

た
場
合
に
、
体
部
の
細
胞
を
採
取
し

ま
す

大
腸
が
ん
検
診

　

採
便
容
器
を
使
い
２
日
分
の
便
を
採

取
し
、
潜
血
の
有
無
を
検
査
し
ま
す
。

肺
が
ん
検
診

　

胸
部
の
Ｘ
線
撮
影
を
行
う
検
査
。
65

歳
以
上
の
人
は
、
結
核
検
診
も
兼
ね
て

実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
血
の
混
じ
っ
た
痰
や
数
日
間

続
く
咳
は
、
肺
が
ん
と
結
核
に
共
通
す

る
症
状
で
す
。

各
検
診
の
検
査
内
容

が
ん
を
防
ぐ
た
め
の
12
カ
条

こ
れ
か
ら
の
季
節
に
お
す
す
め

　

夏
の
野
菜
は
、
抗
酸
化
作

用
の
あ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
・
Ｃ
・

Ｅ
が
豊
富
に
含
ま
れ
、
が
ん
予

防
に
効
果
的
で
す
。
ま
た
、
太

陽
の
光
は
体
調
を
整
え
る
働

き
を
助
け
て
く
れ
ま
す
。朝
は
、

太
陽
の
光
を
浴
び
な
が
ら
軽

め
の
運
動
が
お
す
す
め
で
す
。

がん検診の申込方法

受診期間　　平成28年２月29日（月）まで
申込方法
　集団検診　�検診車（バス）で受診する検診。�

事前に健康課へ申し込みください。

　個別検診　�指定医療機関で受診する検診。�
予約が必要ですので、事前に医
療機関へ問い合わせください。

　受診回数　�集団検診もしくは個別検診のど
ちらか期間内に１回。

　　　　　　�75歳以上の人や生活保護世帯、
市民税非課税世帯（世帯員全員
が非課税）の人は無料で受診で
きます。詳しくは健康課へ問い
合わせください。

　その他　　�大腸がん検診の個別検診は、２
月22日（月）までに、指定医療
機関で採便容器を受け、取って
ください。

検診の種類・対象者・検診料

胃がん
対象者 40歳以上

検診料 集団　1,200円
個別　3,100円

子宮頸
がん

対象者 20歳以上の和暦で偶数年生まれ

検診料
集団・頸部のみ　1,200円
個別・頸部のみ　1,900円
頸部と体部の両方　2,700円

乳がん

対象者 40歳以上の和暦で偶数年生まれ

検診料 集団　2,000円
個別　1,600円

内　容

集団
マンモグラフィと超音波検査
個別
マンモグラフィと視触診検査

大腸がん
対象者 40歳以上

検診料 個別　1,200円

肺がん
対象者 40歳以上

検診料 集団　無料

検診料金
の免除

が
ん
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
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安
全
な
避
難
経
路
の
確
認

　

避
難
所
ま
で
の
経
路
を
あ
ら
か
じ
め

家
族
で
話
し
合
い
、
決
め
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

正
確
で
早
め
の
情
報
収
集
と
自
主
避
難

　

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
最
新
の
気
象
情

報
や
避
難
情
報
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送
で
は
、
雨
雲
レ

ー
ダ
ー
や
降
水
量
な
ど
も
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
雨
の
降
り
方
や
河
川
水
位

の
上
昇
に
注
意
し
、
危
険
を
感
じ
た
ら

早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

避
難
時
の
心
掛
け

　

避
難
す
る
時
は
動
き
や
す
い
格
好

で
、
一
人
で
は
な
く
複
数
人
で
行
動
す

る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

持
出
品
の
確
認

　

災
害
の
規
模
に
よ
っ
て
は
、
市
の
支

援
態
勢
が
整
う
ま
で
に
数
日
掛
か
り
ま

す
。
い
ざ
と

い
う
時
の
た

め
に
、
日
頃

か
ら
３
日
程

度
の
食
料
と

生
活
用
品
を

備
え
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　

次
の
異
常
を
確
認
し
た
ら
、
避
難
す

る
こ
と
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
、
広
島
市
で
発
生
し
た
災
害
で

は
、
家
の
中
で
も
場
所
に
よ
っ
て
生
死

を
分
け
ま
し
た
。
夜
中
も
し
く
は
、
雨

が
激
し
く
避
難
で
き
な
い
と
き
は
無
理

に
避
難
せ
ず
、
斜
面
か
ら
離
れ
た
部
屋

や
２
階
の
部
屋
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　
土
石
流

　

山
鳴
り
や
立
木
の
裂

け
る
音
、
石
の
ぶ
つ
か

り
合
う
音
が
聞
こ
え

る
。
雨
が
降
り
続
い
て

い
る
の
に
、
川
の
水
位

が
下
が
る
。
川
の
水
が

急
に
濁
り
流
木
が
混
ざ

り
始
め
る
。
腐
っ
た
土

の
に
お
い
が
す
る
。

崖
崩
れ

　

地
面
に
ひ
び
割
れ
が

で
き
る
。
沢
や
井
戸
の

水
が
濁
る
。
斜
面
か
ら

水
が
噴
き
出
す
。

地
滑
り

　

崖
か
ら
の
水
が
濁

る
。崖
に
亀
裂
が
入
る
。

小
石
が
ぱ
ら
ぱ
ら
と
落

ち
て
く
る
。

日
頃
か
ら
で
き
る

災
害
へ
の
備
え

土
砂
災
害
の
前
触
れ
（
予
兆
）

災害に備える
〜忘れたころに起こる災害の怖さ〜

本市では、平成16年と平成17年の台風による豪雨災害や、平成22
年の西岳地区と山田町で発生したゲリラ豪雨災害、平成23年の新
燃岳の爆発的噴火が発生。また、近年は、予測が難しい急激な気象
変化がもたらすゲリラ豪雨が増えています。災害はいつ起こるか分
かりません。いざというとき、自分や大切な人の命を守るため、
もう一度、避難の方法や非難持出品などを確認しておきましょう。

◎問い合わせ　危機管理課　☎23ｰ2１2９

ラーメン

うどん
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危機管理課 下沖 康太郎主査

地域を守る「自主防災組織」
　東日本大震災では、地震と津波によ
り市町村の機能がストップ。行政が十
分に対応することができない状況が発
生しました。そのような中、地域住民
の避難行動や避難所の運営、地域や行
政からの情報収集や伝達など、地域の
実情を知る「自主防災組織」が重要な
役割を果たしました。
　災害に備えるためには、自助・共助・
公助の環境づくりをすすめることが大
切。特に災害時の「公助」には限界が
あるので、普段から「自助」「共助」の
充実を図っておくことが重要です。
　自助とは、自分の命は自分で守ること。
また、共助とは、地域の人たちがお互
いに助け合って地域を守ること。この
共助に当たるのが「自主防災組織」です。
現在、市内の自治公民館303館のうち、
241館で自主防災組織が結成されてい
ます。自主防災組織を支えるのは「自
分たちの地域は自分たちで守る」とい
う強い意識です。
　市では、訓練の手伝いや防災講話を
実施し、地域の安全を一緒に守る手伝
いをしています。

災
害
全
般
、
災
害
救
助
資
金
融
資
制
度
、

り
災
証
明

危
機
管
理
課

☎
23
︲
２
１
２
９

体
が
不
自
由
な
人
の
避
難

福
祉
課

☎
23
︲
２
９
８
０

避
難
所
に
つ
い
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

☎
23
︲
７
１
４
６

水
道
の
断
水

水
道
局

☎
23
︲
４
５
１
０

道
路
の
被
害

維
持
管
理
課

☎
23
︲
２
７
５
２

浸
水
家
屋
の
消
毒

環
境
政
策
課

☎
23
︲
２
１
３
０

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

災害に備える

　

避
難
所
で
は
、
次
の
ル
ー
ル
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

①
避
難
者
情
報
の
登
録

　

�

避
難
者
の
情
報
を
登
録
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
避
難
所
で
配
る
避
難
者

カ
ー
ド
に
氏
名

や
住
所
、
生
年

月
日
な
ど
必
要

事
項
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

②
避
難
所
運
営
へ
の
協
力

　

�

避
難
所
は
、
地
域
の
人
と
一
緒
に
利

用
す
る
防
災
拠
点
で
す
。
避
難
生
活

が
長
期
に
な
る
場
合
に
は
、
自
主
的

に
避
難
所
運
営
に
協
力
し
ま
し
ょ

う
。

③
事
務
室
な
ど
は
使
用
で
き
ま
せ
ん

　

�

事
務
室
、
調
理
室
な
ど
避
難
者
全
員

の
た
め
に
必
要
な
部
屋
は
、
個
人
的

に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。�

④
食
料
や
生
活
物
資
の
配
給

　

�

食
料
や
物
資
の
配
給
は
、
十
分
な
量

を
確
保
で
き
な
い
こ
と
や
、
時
間
が

か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
風
水
害
の
場
合
】

・�

自
主
避
難
の
場
合
も
し
く
は
、
一
晩

程
度
の
避
難
の
場
合
、
３
食
分
程
度

の
食
料
や
タ
オ
ル
な
ど
の
生
活
用
品

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

・�

避
難
生
活
が
長
期
化
す
る
場
合
は
、

市
が
必
要
に
応
じ
て
非
常
食
な
ど
の

支
援
物
資
を
準
備
し
ま
す

【
地
震
・
火
山
災
害
の
場
合
】

・�

支
援
物
資
は
、
避
難
し
て
い
る
家
族

ご
と
に
配
給
し
ま
す

・�

原
則
、
避
難
者
全
員
に
配
給
で
き
る

準
備
が
整
う
ま
で
配
給
し
ま
せ
ん

・�
非
常
時
で
全
員
に
配
給
で
き
な
い
場

合
、
少
な
い
物
資
を
均
等
に
配
給
で

き
る
よ
う
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

⑤
ペ
ッ
ト
な
ど
の
持
ち
込
み
は
禁
止

　

�

犬
、
猫
な
ど
の
動
物
を
屋
内
に
持
ち

込
む
こ
と
は
、
避
難
者
全
員
の
同
意

が
無
い
限
り
禁
止
し
て
い
ま
す
。
知

人
な
ど
に
預
け
る
な
ど
の
対
応
を
お

願
い
し
ま
す
。

⑥
飲
酒
や
喫
煙
の
制
限

　

�

飲
酒
は
で
き
ま
せ
ん
。
喫
煙
は
、
指

定
場
所
以
外
で
は
禁
止
で
す
。ま
た
、

ろ
う
そ
く
な
ど
火
気
厳
禁
で
す
。

⑦
仮
設
公
衆
電
話
な
ど
の
利
用

　

�

仮
設
公
衆
電
話
な
ど
が
設
置
さ
れ
た

場
合
は
、
緊
急
性
の
高
い
用
件
の
み

利
用
で
き
ま
す
。
災
害
時
は
電
話
回

線
が
込
み
合
う
た
め
、
災
害
用
伝
言

ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
１
７
１
）
の
活
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

※�

都
城
市
の
指
定
避
難
所
は
、
広
報
都

城
６
月
号
25
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す

避
難
所
生
活
は

ル
ー
ル
を
守
っ
て

自
主
防
災
組
織
に
お
け
る
訓
練
の

お
手
伝
い
や
防
災
講
話
も
実
施
し
て

い
ま
す
。

災
害
時
に
困
っ
た
と
き
の
連
絡
先
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園
芸
や
造
園
、
環
境
に
つ
い
て
学
ぶ

「
環
境
園
芸
学
部
」、
教
員
な
ど
を
養
成

す
る
「
人
間
発
達
学
部
」
か
ら
な
る
、

同
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス
。
ふ
る
さ
と

で
地
域
と
関
わ
り
な
が
ら
、
学
び
を
深

め
ら
れ
る
こ
と
が
魅
力
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

☎
21

－

２
１
１
１

●
取
得
で
き
る
資
格

①�

環
境
園
芸
学
部　

環
境
園
芸
学
科 

高
等
学
校
教
諭
１
種
免
許
（
理
科
・

農
業
）、中
学
校
教
諭
１
種
免
許
（
理

科
）、自
然
再
生
士
補
、
学
芸
員
な
ど

②�

人
間
発
達
学
部　
子
ど
も
教
育
学
科

保
育
士
資
格
、
幼
稚
園
教
諭
１
種
免

許
、
小
学
校
教
諭
１
種
免
許
、
特
別

支
援
学
校
教
諭
１
種
免
許
な
ど

●
募
集
人
員

環
境
園
芸
学
科　

１
３
０
人

子
ど
も
教
育
学
科　

80
人

●
出
願
期
間

【
特
待
生
推
薦
入
試
】

10
月
１
日
㈭
～
９
日
㈮

【
推
薦
】

１
期：11
月
１
日
㈰
～
８
日
㈰

【
一
般
】

１
期：28
年
１
月
18
日
㈪
～
２
月
３
日
㈬

【
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
入
試
】

１
期：28
年
１
月
18
日
㈪
～
２
月
５
日
㈮

【
Ａ
Ｏ
入
試
】

８
月
３
日
㈪
～
平
成
28
年
３
月
９
日
㈬

ま
で
随
時
受
け
付
け

●
都
城
地
区
入
学
金
全
額
免
除
制
度

　

都
城
地
区
内
の
高
校
を
卒
業
、
ま
た

は
卒
業
見
込
み
の
人
や
、
市
民
な
ら
び
に

市
民
の
子
が
、
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス
に
入
学

し
た
場
合
、
入
学
金
25
万
円
が
全
額
免

除
さ
れ
ま
す
。

ふ
る
さ
と
で

か
な
え
よ
う

将
来
の
夢

住
み
慣
れ
た
環
境
で
、
将
来
必
要
と
な

る
知
識
や
技
術
を
学
び
、
将
来
の
夢
を

か
な
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
市
内・
三
股

町
内
の
大
学
や
高
専
、
専
門・
専
修
学

校
の
平
成
28
年
度
学
生
募
集
の
概
要

を
紹
介
し
ま
す
。
詳
細
は
、
各
学
校
へ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
総
合
政
策
課　
☎
23ｰ

２
１
１
５

南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
立
野
町
）

　中学生の頃から抱いていた、「子
どもに関わる仕事に就きたい」とい
う夢を実現したいとの思いで、南九
州大学人間発達学部を選びました。
現在、小学校教諭、幼稚園教諭、保
育士の免許を取得しようと勉強して
います。
　南九州大学は、教職員と学生がフ
レンドリーな関係であることが魅力
のひとつ。１年生からゼミに参加し
て、進路などで不安に思うことを先
生や先輩に相談ができるので、勉強
に集中することができます。また、
地元ということもあって、学費や生
活の面でも両親の不安や負担を軽減
できたことからも、この大学を選ん
で良かったと思っています。

人間発達学部
子ども教育学科 ３年

（都城西高等学校卒業）
関
せ き

之
の

尾
お

 翔
しょう

子
こ

さん

夢に向かって
努力しています

インタビュー
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多
く
の
医
療
機
関
が
集
ま
る
都
城
圏

域
で
、
圏
域
の
医
療
を
担
う
若
者
を
育

て
ま
す
。

　

一
般
入
試
で
定
員
の
７
割
以
上
を
選

抜
し
、
推
薦
・
社
会
人
入
試
で
定
員
の

３
割
以
内
を
選
抜
し
ま
す
。

●
募
集
人
員

看
護
専
門
課
程
看
護
学
科　

40
人

●
出
願
期
間

【
推
薦
】

10
月
19
日
㈪
～
11
月
16
日
㈪

【
一
般
・
社
会
人
】

12
月
14
日
㈪
～
28
年
１
月
19
日
㈫

◎
問
い
合
わ
せ　

22

－

３
６
９
０

●
募
集
人
員

看
護
学
科　

80
人

●
出
願
期
間

【
特
別（
指
定
校
、一
般
、社
会
人
１
期
）】

10
月
１
日
㈭
～
14
日
㈬

　

都
城
高
専
（
高
等
専
門
学
校
）
は
、

５
年
間
の
一
貫
教
育
で
、
技
術
職
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
養
成
。
中
学
卒
業
後

の
早
い
段
階
か
ら
、
専
門
的
な
知
識
を

学
べ
る
こ
と
が
魅
力
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

☎
47

－

１
１
３
４

●
取
得
で
き
る
学
位
な
ど

　

本
科
（
５
年
間
）
を
卒
業
す
れ
ば
準

学
士
、
さ
ら
に
専
攻
科
（
２
年
間
）
を

修
了
す
れ
ば
、
大
学
と
同
じ
学
士
の
学

位
を
取
得
で
き
ま
す
。
ま
た
、
本
科
卒

業
後
に
、
国
公
立
大
学
３
年
生
へ
編
入

学
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
募
集
定
員

機
械
工
学
科　

40
人

電
気
情
報
工
学
科　

40
人

物
質
工
学
科　

40
人

建
築
学
科　

40
人

●
出
願
期
間　

【
推
薦
】
28
年
１
月
４
日
㈪
～
７
日
㈭

【
一
般
】
28
年
１
月
26
日
㈫
～
29
日
㈮

●
取
得
で
き
る
資
格　

歯
科
衛
生
士
、
介
護
職
員
初
任
者
研
修

修
了
者
、
医
療
事
務
技
能
審
査
試
験

●
募
集
人
員

歯
科
衛
生
士
科　

30
人
（
女
性
の
み
）

●
出
願
期
間

【
推
薦
・
特
待
生
】

第
１
回
：
10
月
１
日
㈭
～
16
日
㈮

【
一
般
・
社
会
人
】

第
１
回
：
10
月
１
日
㈭
～
16
日
㈮

◎
問
い
合
わ
せ　

☎
38

－

４
８
１
２

●
取
得
で
き
る
資
格

調
理
師
、
調
理
技
術
検
定
上
級
な
ど

●
募
集
人
員

調
理
師
科　

昼
間
部　

80
人　

　
　
　
　
　

夜
間
部　

５
人

●
出
願
期
間

10
月
１
日
㈭
～
28
年
３
月
31
日
㈭

願
書
提
出
後
、
指
定
日
に
面
接
、
書
類

審
査
を
行
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

☎
22

－

４
６
２
６

【
特
別
（
社
会
人
２
期
）】

28
年
２
月
３
日
㈬
～
16
日
㈫

【
一
般
】

１
期：12
月
21
日
㈪
～
28
年
１
月
13
日
㈬

◎
問
い
合
わ
せ　

看
護
学
科　

☎
52

－

６
９
２
１

●
募
集
人
員

准
看
護
師
科
（
医
療
高
等
課
程
）
70
人

看
護
師
科
（
医
療
専
門
課
程
）
50
人

●
出
願
期
間

①
准
看
護
師
科

１
次
募
集
：
10
月
５
日
㈪
～
31
日
㈯

②
看
護
師
科

１
次
募
集
：
12
月
３
日
㈭
～
26
日
㈯

◎
問
い
合
わ
せ　

☎
22

－

０
７
１
１

留
意
事
項

　

出
願
期
間
は
複
数
回
設
定
し
て
い
る

学
校
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
各
学

校
に
直
接
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
取
得
で
き
る
資
格

①�

情
報
デ
ザ
イ
ン
科　
基
本
情
報
技
術

者
、
Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
試
験
な
ど

②�

医
療
ビ
ジ
ネ
ス
科　

医
療
秘
書
検

定
、
医
療
事
務
技
能
審
査
試
験
な
ど

③�

介
護
福
祉
科　
介
護
福
祉
士
、
学
習

療
法
士
１
級
な
ど

●
募
集
定
員

情
報
デ
ザ
イ
ン
科　

30
人

医
療
ビ
ジ
ネ
ス
科　

20
人

介
護
福
祉
科　

40
人

●
出
願
期
間

【
推
薦
】

第
１
回
：
10
月
１
日
㈭
～
16
日
㈮

【
一
般
】

第
１
回
：
11
月
２
日
㈪
～
20
日
㈮

◎
問
い
合
わ
せ　

☎
38

－

４
８
１
１

看
護
系
の
学
校

都城市・三股町内の大学、高専および専門・専修学校の平成28年度学生募集

都
城
デ
ン
タ
ル
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
吉
尾
町
）

都
城
医
療
セ
ン
タ
ー
附
属
看
護
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
祝
吉
町
）

都
城
看
護
専
門
学
校
（
姫
城
町
）

藤
元
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
付
属

医
療
専
門
学
校
　（
三
股
町
長
田
）

都
城
調
理
師
高
等
専
修
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
都
島
町
）

都
城
高
専
（
吉
尾
町
）

都
城
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ
（
吉
尾
町
）


